






18歳で成人式の場合
メリット

•親元を離れていない人が多いので、成人式のために帰省する交
通費の負担が少ない

•当日着飾らなくても、学校制服で参加してしまえば良いので、
各家庭の経済的負担が軽減する。

•飲酒を20歳からという法律がキープされるのであれば、成人式
後の同窓会で横行している未成年者飲酒の問題は18歳成人であ
れば激減すると思われる。

デメリット

• 1月開催では、受験を控える高校3年生には出席すら難しい。

• 親元を離れていない＝その時の居住地の自治体の成人式に参加するし
か選択肢がない可能性が高い。

• 仮に、学校制服での参加が定着した場合、関連業界のダメージが大き
い。

• 成人式の実行委員会に携わる場合、高校生活、受験勉強の両立が難し
い。



18歳で成人式を開催するのであれば…１

•高校進学時に引っ越したが、成人式を機に中学の同窓生に会い
たいと考える参加対象者がいた場合、連休中であれば、家族旅
行を兼ねて以前住んでいた地域に行ける可能性が出てくる。

•就職するにしても、進学するにしても、スーツや塾にお金がか
かり、保護者の経済的負担が最も大きい時期であることを考え
ると、現在の振袖や紋付袴を着る成人式のスタイルを改めて、
式自体は学校制服等での参加を原則とする質素なものにシフト
するべき。

成人式はGWに開催するのが望ましい
→受験生が参加できるギリギリのライン



18歳で成人式を開催するのであれば…２

•しかし、18歳の１月は、高校生であることやセンター試験など
の受験者が多いこと、学校によって髪色やメイクに規制がある
ことが多く、満足のいくドレスアップができない人もいること、
部活や模試などで参加できない人もいることを考えると、式典
自体の実施を見直すべきではないか。

•成人式を実施をしない場合、税金・年金・自治体の給付金の案
内など、学校では詳細に教えてもらえない物事などをパンフ
レットにして各自治体から各新成人のいる家庭に送付する。

→式典をするにしても、QRコードで飛べるものを用意する。

成人の日という名称で１月に決まっている限りは、
18歳の１月に行うのが自然



20歳で成人式の場合

メリット

•それぞれの交友関係に応じて、出身地なのか、現在地なのか参
加する場所を選べる。

•一度その地域を離れた人が成人式を機会に帰省し、同窓生と交
流することでUターン就職するモチベーションの一因となりう
る。

デメリット

•帰省や衣装等、各家庭の経済的負担が大きい。

•成人式後の同窓生における未成年飲酒の問題は別の対策を講じ

ないと解決しない。



20歳で成人式を開催するのであれば…

将来的にいくつかのコンパクトシティに経済圏を纏める方針か？

各地域の特性を活かし、各経済圏を盛り上げる方針か？

20歳の冬という現行の時期は良いタイミング

現政権が掲げる地方再生のスローガンに
合致させるなら…

若者のUターン誘致は外せない
成人式を活かし、地元を離れた若者が進路の方向性を決める機会



埼玉で行われた「青年祭」がルーツというのが定説

「若者」のお祭り

そのルーツの通りにするならば…

20才時に開催しても18才時に開催しても意図は変わらないのでは

総括



双方にメリットもデメリットも当然あるが、18歳成人とする
ならば、現在の成人式のスタイルでは、家庭の経済格差に
よって、出席率に差が出るであろうことを考慮すべき

・成人とはいえ、18歳でも20歳でも、現在、多くの人が親の保護下
・保護者同士の見栄の張り合いに子供達が巻き込まれるようなことは避
けなければならない

・経済的理由で成人式に参加できなかった人が、仮に高校生で、その後
の高校生活をどれだけ楽しめるだろうか？

・中学・高校時期の特定コミュニティに対する依存度の高さは？

・18歳から22歳くらいまでの都合のいい年に参加できるほどのフレキシ
ビリティがあった方が平等かもしれない→管理が難しいため非現実的


